










































観・普光，義寂・玄純 〈第3段〉際興・道証・慧沼 〈第4段〉や，，附 く第5段〉行遼・勝荘 ・
























































































































































































































































































































































































が教義的には唯臓より も 『華厳』 『起信論』等の一乗家の思想が強く唯識
に関する部分では当時の法相唯識だけが取り上げられたと述べている．な
お関連論文に武内［1972) [ l 974b］がある．
木村邦和［1978) [1979) [198Ia）は，嘉祥疏 ・天台疏 ・円測疏におい
て真諦説（真諦疏）がどのように引用されて取り扱われているのかを比較し
て中国における真柿学説の継承状況を検射した論放である．特に ［1979) 

































































































































































Shotaro Iida [1986] 18・浄念清敬 ［1988] ・薗敬子［1991]
18 Shotaro lidalこは，韓国で発表された論文として‘AMuKung-hwa in Ch'ang-an （長安
司祭窮花）－AStudy of Life and Works of WOnch'uk (613・696)with special interest in the 
Korean contributions to the Development of Chinese釦dTibetan Buddhism一’，Proceedings: 
International Symposium Commemorating the 30th Anniversary of Korean 
Liberation (National Academy of Sciences, Republic of Korea, 1975）があげられる．内容は
次の項目から成る 1.lntroduction, 2.Early Li色，3.Encounter with HsUan-tsang, 4.Works of 
WOnch'uk 5.The Charact~ristics of WOnch'uk’s Works, 6.The Influence of WOnch’uk on 


















































































チベットに残る唯識学と して，ツオンカパ（1357・1419,Tsong kha pa）の『意
と阿頼耶との難解の個所を釈する善説の海（Yiddang kun gzhi’i dka’ba’i rgya 























































































































































































































































33 『法華秀句』巻中本．『伝教大師全集~ 3・2,6.『守説国界章』 下之上． 『伝教大師
全集』 2・23.




























































































また勝又［I938）では， 『義天録』（ 「総伽論疏二十巻恵景述J 「同文
迩 一巻恵景述J）・ 『東域録』（「論伽輪紗 三十六巻恵景法師健抑制H




論』の疏を製した人と推定している 40 なお，江田は『聡伽論疏』 36巻・

























































処・犯根本罪 ・形没二形生 ・断善根 ・捨衆同分）ではこの内犯校本罪につい
て， 『論伽輪』巻40にもとづく上品失戒下品不失戒と巻53による三品倶失
成との二税があり，前者を採る基の見解は『論伽愉記』所引の景法師の説






に関しては． 四縁捨（誓願捨 ・受戒捨 ・得定捨 ・命終捨． 『義林章』の第一



























釈場で~受或いは証義をつとめたこと が知られる. 47 著作録は，羽渓



















































勝王E 『解深密経琉』（玄襲 基 『学記』所号lの円決'It見
摂妄帰真 摂苦手帰真 摂相帰性 摂相帰性
摂米帰本 摂相帰織 摂除（境）従職 摂除（境）従織
摂仮従実 以仮従笑 摂仮随実 摂仮随実
































幻 なお安~1~ r金光明優勝王経疏（輯逸）（自序品第一歪減策隙品第五）j『仏教学級』 2（東国大
学校仏教文化研究所・ 1 964)269-304頁，「金光明最勝王経統（純逸）｛自段沖地，~fl曲尼品第六五























































































































































緒言 ・I新羅唯職家の仏性論 .I太賢の仏性論.I結語から成る． I新














































玄~G3 0回 ・ 三店主43回 ・ 義寂1 7回 ・ 和上もしくは老和上6回・ 元焼2回 ・ J r頂僚1




































































































































































富貴原章信［1949] ・李平来［1979] [1980] ・木村清孝［1981]
石井公成［1983] ・金焼泰［1988] ・梯信暁 ［1991]


























































[I 994a］真諦訳 ・玄撲訳『摂大乗論』と円測， 『印仏研』 43-1.

















[ 1978］西明寺円iJ¥lj所引の真諦三蔵逸文について， 『印仏研~ 26・2
[1979] 『仁王経疏』聞の学説の異同（ー）， 『印仏研~ 28・I.




















































[ 1995a）転職得智に閲する唯識諸家の見解 一日本書官ー ， 『龍谷大学仏
教学研究室年報』 8.
〔I995b］転職得智に関する異説， 『印仏研』 43・2
[1996] 転識得智の異説に関する慧沼の見解， 『印仏研』 44-2.
[I 998a］本来自性消浄浬鍵についての慧沼と円iJ¥ljの見解，
『印仏研』 46・2.






















[I 991］元暁における信の問題， 『印仏研』 40-1.
[1994］元暁における行について， 『印仏研』 42・2.




































































[I 986] 'Who best can re・tumthe Dharma-cakra ? -a Controversy 
between WOch'uk (632・696) and k’uei・chi(632・682)-', 『印仏研』 34・2.
（題目の632・696は， 613・696の誤植）
A.Charles Muller 
(1995）’The Key Operative Concept in Korean Buddhist Syncretic 
Philosophy: Interpenetration （通達） and Essence-Function （髄用） in W6nhyo, 
Chinul and Kihwa＇’ 『東洋学園大学紀要』 3.
キツカワ トモアキ
（東洋大学東洋学研究所研究員）
朝鮮禅思想、に対する研究
l はじめに
2.通史としての忽滑谷快天『朝鮮禅教史』
3.朝鮮禅宗の成立の研究
4. 『祖堂集』の研究
5.知的の研究
6.休静の研究
7.禅宗の個別的研究
I. はじめに
石井修道
朝鮮仏教全史を通してはじめて禅宗の分野が位置付けられ，あるいは細
分化された分野として研究が可能となる視点に立つならば』通史としての
朝鮮禅宗史というものは存在しないし，存在しではならないことになろう
あくまでも朝鮮仏教史の中における禅思想の位置付けを歴史的に跡づける
ことによって，朝鮮樽宗としての通史が可能となろう．逆に朝鮮仏教史を
考えるとすると，禅思想の果たした成果を位置付けなければ，成立不可能
といえよう．当然のこととして朝鮮仏教史として存在するいくつかの成果
には，必ず禅宗の歴史が含まれているのである．
そのような視点をもって，通史を挙げるとすると，忽滑谷快天［1930］『朝
鮮禅教史』があり，．本警は項を改めて述べるに十分な成果があるので，後
述することとしよう．
現在手軽に入手できる通史には，金蝶泰著 ・沖本克己監訳［I985］『韓国
